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年度末報告書（実⾏団体） 
 
● 提 出 ⽇ ：2023 年 4 ⽉ 11 ⽇ 
● 事 業 名 ：⼦どもとおとなのエンパワメント 
● 資⾦分配団体 ：⼀般財団法⼈⼤阪府⼈権協会  
● 実 ⾏ 団 体  ：特定⾮営利法⼈えんぱわめんと堺/ＥＳ   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況 

ガイドブック販売促
進 
 

⾃団体のつながりのある個⼈や団
体への献本や、ガイドブックを使
った研修の実施、各研修、講座で
ガイドブックを紹介し、エンパワ
メンターへ興味・関⼼を持つ⽀援
者を増やす。 

2022 年度のガイドブック販売⽬
標 200 冊。 
 

2023
年 

献本 40 冊済み 
現在 216 冊販売済み 
  計 256 冊 

２ 
 
 
 

ガイドブックを活⽤
した研修の実施 
 

「エンパワメンター研究会」を実
施し、⼦どもの権利を知り、⼦ど
もの権利を尊重した関わりをする
エンパワメンターの技能・スキル
を⾝につける⽀援者を増やす。 

年間 5 回開催。 
毎回 20 名の参加者を集める。 
⼦どもの権利を知り、⼦ども理解
や⼦どもの権利を尊重したエンパ
ワメンターを 100 名養成する。 

2023
年 

エンパワメンター研究会 5
回実施済み。 
参加者計 46 名。 
⼦どものすべての⾔動に意
味があることを共有し、⼦

２ 
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毎回、講座後にアンケートをとり、
調査・分析。 

 
 
 

どもへの声かけや関わりを
参加者同⼠で学び合い、多
くの気づきがあった。 

⼦ども⽀援者対象エ
ンパワメンター講座
を実施 

昨年度のアンケートで抽出した⼦
ども⽀援者の課題やニーズに応じ
た講座を専⾨性のある講師を招い
て実施。専⾨的なことを学び、活
かす。 
毎回、講座後にアンケートをとり、
調査・分析。 

「ジェンダー」「⼦どもの権利」「⼦
どもの特別⽀援」「⼦どもの遊び」 
「⼦どもへの暴⼒（虐待）」の５つ
のテーマについて専⾨の講師によ
る講座を計 5 回開催。 
各講座で毎回 20 名の参加者を集
める。 
専⾨的な知識を⾝につけ、⼦ども
の権利を尊重したエンパワメンタ
ーを 100 名養成する。 
 

2023
年 

“⼦ども⽀援者”エンパワメ
ンター講座 5 回実施済み。 
参加者 75 名。 
専⾨的なことを学び、⼦ど
もの権利尊重につながる関
わりができるおとなが増え
ている。 
特に「ジェンダー」「特別⽀
援」に関しては⽀援者から
のニーズも多く、さらに学
びたいという声も多い。 

２ 

メ イ ン タ ー ゲ ッ ト
（放課後等デイサー
ビス、学童保育、⼦
育てひろば）の⼦ど
も⽀援者対象講座 

⼦どもに関わる様々な場所で⽀援
者のためのエンパワメント講座を
実施。 
毎回、事前打ち合わせで課題や要
望を聴き、ニーズに合わせたプロ
グラムを提供する。 
毎回、講座後にアンケートをとり、
調査・分析。 

各場所での⼦どもの権利をベース
にしたプログラムを計 7 回実施。 
各講座で 20 名の参加者を集める。 
⼦ども対応を学ぶだけでなく、⽀
援者がしんどさを吐き出し、お互
いをエンパワーできる関係を築け
るエンパワメンターを 140 名養成
する。 
 

2023
年 

⽀援者のためのエンパワメ
ンター講座を 7 回実施。 
参加者 139名。 
「⼦どもの権利を尊重した
関わりができているか？」
というアンケートの問いの
８５％が で き て い る と 回
答。⼦どもの権利への意識
が⾼まっ た結果が で て い
る。 

２ 
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そのことが⾃⾝の活動の場
で の 意 識 に つ な が っ て い
る。 

⼦ども対象ワークシ
ョップの実施 
 

⼦どもワークショップを実施し、
⼦ども⾃⾝に権利を伝え、⾃分も
他者も⼤切にすることを学ぶ。 
⼦どもの意⾒や気持ちを聴く。 
⼦どもワークショップを⽀援者も
⾒学し、 
個々の⼦どもの肯定的な⼒を⾒つ
ける。 
振り返りでフィードバックする。 

放課後等デイサービス、学童保育、
こども園での⼦どもワークショッ
プ計 3 回実施。 
⼦どもに権利を伝え、意⾒表明で
きる場を創る。 
⽀援者が客観的に⼦どもの様⼦を
みる。 

2023
年 

⼦ども対象エンパワメント
講座 3 回実施。 
参加者 86 名。 
⼦ども⾃⾝が「⾃分に権利
がある」「⾃分の意⾒を⾔っ
てもいい」「⾃分の気持ちを
我慢しなくていい」ことを
知り、⾃分も相⼿も⼤切に
す る こ と に つ な が っ て い
る。また、⾒学していた⽀援
者が、⾃分⾃⾝の⼦ども観
の変化や⼦どもへの肯定的
な⾒⽅の変化など多くの気
づきがあった。 
 

２ 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
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2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3.活動に関する報告 
今年度はコロナ禍での影響はほぼなく、「エンパワメンター研究会計 5 回」「“⼦ども⽀援”エンパワメンター講座計 5 回」「⽀援者のための
エンパワメント講座おとな対象計 7 回、⼦ども対象計 3 回」を予定通り完了した。本事業のメインターゲット（放課後等デイサービス、学
童保育、⼦育てひろば）以外にも、地域活動での⽀援者や⺠⽣委員、教職員など幅広い分野でエンパワメンター養成講座が実施できた。ま
た、⼦ども対象ワークショップではワークショップと振り返りをセットにし、⼦どもの様⼦についてフィードバックすることで、今後の⼦
ども対応につなげることができた。講座後のアンケートは計 227 枚集まり、⾃由記述には⾃⾝の⼦ども観や⼦どもの⾒⽅についての変化や
価値観の変容、様々な気づきが書かれてあり、⼦どもの権利を尊重した関わりができるエンパワメンターがしての意識が⾼まっていると感
じた。実⾏団体の 2 団体（堺市⼈権協会、NPO法⼈ほしぞら＆ふれあいハウス鳴滝）とつながりもでき、このつながりを今後も⼤切にして
いきたい。ワークショップ予定もあり。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：研修レジュメやアンケートに表⽰ 

2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 ⾃団体のフェイスブック 
 広報誌「ふぇみん」のインタビューにてガイドブック紹介 
 ⾃団体の講座にて助成⾦事業紹介とガイドブック紹介 
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2.広報制作物等 
 ⾃団体の会員向け広報誌「ESの樹」 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 NPO 法⼈格を取得して 20 年を迎え、20 周年総会イベントを開催。助成⾦事業の成果物であるガイドブックお披露⽬のフォーラムを開
催。 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1 枚２MG以下、3〜4 枚程度） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：賃⾦規程について Janpiaより具体的な数字の追記を⾔われ、⼀部
修正した。4 ⽉ 15 ⽇理事会で承認後に公開する予定。 

  
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  þ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
→「はい」の場合の利⽤有無：☐はい  ☐いいえ 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 


